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第
9
回

下
京
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
旧
跡
（
一
）

■

大
原
神
社
と
綾
傘
鉾

今
回
は
、
四
条
烏
丸
の
交
差
点
か
ら
、
南
に
広
が
る
一
角
を
巡
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
の
あ
た
り
、
と
く
に
交
差
点
の
西
南
の
区
域
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
街

の
た
め
、
古
い
家
屋
は
少
な
い
の
で
、
残
念
な
が
ら
仁
丹
の
町
名
看
板
は
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
　お
お
は
ら
じ
ん
じ
ゃ

大
原
神
社　
（
綾
小
路
通
新
町
東
入
ル
善
長
寺
町
）
を
訪
ね
ま
し
ょ

う
。
駒
札
に
よ
る
と
、「
弘
仁
三
年
に
嵯
峨
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
、
綾
小
路

通
室
町
西
入
ル
の
善
長
寺
境
内
に
勧
請
。
善
長
寺
（
立
江
地
蔵
尊
）
は
、
豊

臣
秀
吉
の
京
都
改
造
の
と
き
に
、
寺
町
蛸
薬
師
下
ル
（
新
京
極
）
に
移
転
し

た
が
、
大
原
神
社
は
旧
地
（
現
在
の
地
）
に
残
存
。
社
殿
は
、
天
明
の
大
火

で
焼
失
、
寛
政
三
年
再
建
。
元
治
元
年
の
ど
ん
ど
ん
焼
で
再
び
焼
失
、
慶
応

元
年
再
建
」。
所
在
地
の
町
名
「
善
長
寺
町
」
は
、
善
長
寺
が
こ
こ
に
あ
っ

た
と
き
の
名
残
で
す
。

『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
に
は
「
　
お
お
は
ら
の

大
原　
社
は
綾
小
路
新
町
の
東
に
あ
り
、

祭
る
所
　い
ざ
な
み
の
み
こ
と

伊
奘
冊
尊　
な
り
。
丹
州
桑
田
郡
大
原
社
と
同
神
な
り
。」
と
あ
り
ま

す
。
丹
州
桑
田
郡
大
原
社
と
は
、
福
知
山
市
三
和
町
（
平
成
十
八
年
に
京
都

府
桑
田
郡
三
和
町
は
福
知
山
市
と
合
併
）
の
　お
お
ば
ら
じ
ん
じ
ゃ

大
原
神
社　
の
こ
と
で
、
伊
奘
冊

尊
〔
伊
邪
那
美
尊
〕
は
女
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
和
町
の
大
原
神
社
は
安

産
と
五
穀
豊
穣
の
神
様
と
し
て
有
名
。
三
和
町
の
大
原
神
社
の
お
札
を
京
都

仁
丹
町
名
看
板
の
所
在
（
室
町
の
四
条
か
ら
高
辻
ま
で
）

の
大
原
神
社
で
販
売
す
る
な
ど
の
交
流
が
江
戸
時
代
に
は
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
三
百
年
近
く
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
両
者
の
交
流

が
復
活
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

祇
園
祭
の
と
き
に
は
、
大
原
神
社
の
あ
る
善
長
寺
町
に
、
綾
傘
鉾
（
綾
小

路
室
町
西
入
ル
善
長
寺
町
）
が
建
ち
ま
す
。
綾
傘
鉾
は
、
ど
ん
ど
ん
　や
け焼　
（
一

八
六
四
年
、
元
治
元
年
）
の
と
き
に
焼
失
。
一
時
徒
歩
巡
行
と
し
て
復
興
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
明
治
十
七
年
〔
一
八
八
四
年
〕
を
最
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大
原
神
社

後
に
長
く
と
だ
え
て
い
ま
し
た
。
昭
和
四
八
年
〔
一
九
七
三
年
〕
に
大
原
神

社
を
拠
点
に
し
て
、
棒
振
り
囃
子
と
し
て
復
活
。
囃
し
方
は
、
壬
生
衆
（
壬

生
六
歳
念
仏
で
有
名
）。
綾
傘
が
完
成
し
た
昭
和
五
四
年
〔
一
九
七
九
年
〕
よ

り
山
鉾
巡
行
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
祇
園
祭
の
と
き
に
、
ど
ん
ど
ん
焼
で
焼

け
る
前
の
綾
傘
鉾
の
模
型
が
会
所
に
飾
ら
れ
ま
す
が
、
旧
に
復
す
る
日
を
切

望
し
て
い
る
善
長
寺
町
内
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

■

本
居
宣
長
修
学
の
地

本
居
宣
長
〔
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
一
〕
は
、
宝
暦
二
年
〔
一
七
五
二
年
〕

か
ら
七
年
〔
一
七
五
七
年
〕
ま
で
京
都
に
遊
学
し
ま
し
た
。
宣
長
の
二
三
歳

か
ら
二
八
歳
の
間
で
す
。
こ
の
遊
学
の
間
、
儒
学
を
堀
景
山
、
医
学
を
武
川

幸
順
に
学
び
ま
し
た
。
寄
寓
し
て
い
た
堀
景
山
宅
の
跡
に
「
本
居
宣
長
先
生

修
学
之
地
」
の
碑
（
室
町
通
綾
小
路
西
入
善
長
寺
町
）
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
所
在
地
で
わ
か
る
よ
う
に
、
大
原
神
社
と
同
じ
町
内
、
斜
め
向
か
い
の

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
入
口
広
場
の
側
壁
に
あ
り
ま
す
。

「
本
居
宣
長
先
生
修
学
之
地
」
の
碑

京
都
遊
学
の
間
の
出
来
事
は
、
宣
長
自
身
が
『
在
京
日
記
』（『
本
居
宣

長
全
集
』
第
十
六
巻
〔
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
〕
所
載
。http://w

w
w

.

norinagakinenkan.
com

/nenpu/

に
概
略
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す)

に

詳
し
く
書
い
て
い
ま
す
。
本
居
宣
長
の
京
都
遊
学
の
間
の
勉
学
は
、
非
常
に

密
度
の
高
い
も
の
で
し
た
。
以
下
に
、
主
な
も
の
を
書
き
上
げ
ま
す
が
、
実

に
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

宝
暦
二
年
〔
一
七
五
二
年
〕
に
は
、『
易
経
』、『
詩
経
』、『
書
経
』、『
礼
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記
』
の
素
読
、『
史
記
』、『
晋
書
』
の
会
読
（
雑
誌
会
の
形
式
の
読
み
合
わ

せ
）、『
左
伝
』
の
堀
蘭
沢
に
よ
る
講
釈
を
聴
講
。
新
玉
津
島
神
社
の
　つ
き
な
み

月
次　
和

歌
会
に
も
出
席
し
て
い
ま
す
（
本
シ
リ
ー
ズ
第
5
回
参
照
）。
書
名
を
単
に

列
挙
す
る
の
も
芸
の
な
い
話
で
す
が
、
当
時
の
教
科
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ

た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
今
日
の
大
学
の
教
科
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い

ま
す
ね
。

そ
の
合
い
間
に
、
祇
園
祭
の
山
鉾
見
物
「
七
日
（
宝
暦
二
年
六
月
七
日
、

一
七
五
二
年
七
月
十
七
日
）、
　テ於
二　
四
条
境
　ノ町　
　ニ東
一　
　ル観
二　
祇
園
　ノ会　
山
　ヲ鉾
一　
」、
四
条

河
原
で
の
納
涼
「
十
日
、
夜
　ブ遊
レ　
　于
二　
四
条
河
　ニ

。
原
一　
納
涼
之
諸
　ハ子　
　ケ続
レ　
　く
び
す
ヲ、
踵
　
燈

　ハ燭　
　エ映
レ　
　ニ水　
戯
　ハ鼓　
　ス響
レ　
　ヲ

。
空　

天
下
無
双
之
美
観
也
。」、
紅
葉
狩
「
三
日
（
十
月

三
日
、
一
七
五
二
年
十
一
月
八
日
）、
　と与
二　
貞
次
、
藤
　伯
一　
　キ行
二　
栂
尾
、
槇
尾
、

高
　ニ

、
尾
一　

　テ観
二　
紅
　ヲ

、
葉
一　

　ズ詠
二　
和
　ヲ歌
一　
矣
」、
十
月
九
日
に
は
芝
居
見
物
、
十
月

十
六
日
に
は
、
藤
森
神
社
の
馬
場
で
乗
馬
、
つ
い
で
東
福
寺
の
通
天
橋
で
紅

葉
狩
。

翌
宝
暦
三
年
〔
一
七
五
三
年
〕
に
は
、『
世
説
新
語
』、『
左
伝
』、『
蒙
求
』

の
会
読
。
二
月
十
一
日
（
一
九
五
三
年
三
月
十
五
日
）
に
は
、
藤
森
で
乗
馬

後
、
小
栗
栖
野
で
梅
花
見
物
。
七
月
二
二
日
（
一
九
五
三
年
八
月
二
十
日
）

に
は
、
　ほ
り
げ
ん
こ
う

堀
元
厚　
〔
一
六
八
六
〜
一
七
五
四
〕
に
入
門
、『
霊
枢
』
な
ど
の
医

書
の
講
釈
を
聴
講
し
始
め
て
い
ま
す
。

宝
暦
四
年
〔
一
七
五
四
年
〕
に
堀
元
厚
が
死
去
し
た
た
め
、
武
川
幸
順

〔
一
七
二
五
〜
一
七
八
〇
〕
に
入
門
し
、
そ
の
塾
（
室
町
四
条
の
南
）
に
寄

宿
し
ま
し
た
。
武
川
幸
順
は
、
京
都
で
代
々
小
児
科
を
営
ん
で
お
り
、
修
行

の
の
ち
、
本
居
宣
長
も
小
児
科
を
専
門
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

年
、
名
を
宣
長
と
改
め
、
い
よ
い
よ
医
者
と
し
て
の
身
を
立
て
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
も
、
景
山
塾
で
の
研
鑽
も
続
け
て
い
ま
す
。

宝
暦
五
年
〔
一
七
五
五
年
〕
に
は
、『
漢
書
』、『
荘
子
』
の
会
読
。
武
川

幸
順
に
よ
る
『
本
草
綱
目
』
な
ど
の
会
読
。

宝
暦
六
年
〔
一
七
五
六
年
〕
に
は
、『
南
子
』、『
荀
子
』、『
列
子
』
の
会

読
。
息
抜
き
も
忘
れ
ず
、
七
月
十
六
日
（
一
九
五
六
年
八
月
十
一
日
）
大
文

字
送
り
火
見
物
の
あ
と
、
夜
に
木
屋
町
の
景
山
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
七
月
二

四
日
（
一
九
五
六
年
八
月
十
九
日
）
に
は
地
蔵
盆
の
記
事
。
十
二
月
二
九
日

（
一
九
五
七
年
二
月
十
七
日
）
祇
園
に
遊
び
、
お
け
ら
詣
り
を
見
物
。

翌
宝
暦
七
年
〔
一
七
五
七
年
〕
の
十
月
三
日
（
一
七
五
七
年
十
一
月
十
四

日
）
に
、
京
都
遊
学
を
終
え
、
帰
国
の
た
め
出
立
。
奈
良
、
伊
賀
を
経
て
、

十
月
六
日
に
松
坂
に
帰
着
。

本
居
宣
長
が
学
ん
だ
漢
籍
は
、
漢
方
の
医
学
書
を
読
む
た
め
と
い
う
目
的

だ
け
で
は
な
く
、
か
な
り
広
範
囲
の
分
野
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。「
漢
籍
」
と

一
く
く
り
に
し
て
も
、
実
際
に
は
独
立
し
た
教
科
書
で
す
か
ら
、
若
い
頃
に

た
た
き
こ
ま
な
け
れ
ば
、
身
に
つ
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
基
礎
の
上
に
、
本

居
宣
長
の
「
国
学
」
の
業
績
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
厳
粛
で
す
。
学
ぶ
と
き

に
は
、
そ
れ
が
将
来
の
基
礎
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
基
礎
が

な
い
と
こ
ろ
で
、
い
く
ら
方
法
論
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
を
勉
強
し
て
も
実
り
は
な

い
こ
と
。
昨
今
は
基
礎
鍛
錬
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
効
率
の

よ
く
教
育
（
勉
強
）
す
る
こ
と
が
横
行
し
て
い
ま
す
ね
。
も
っ
と
も
、
研
究

者
や
学
者
を
養
成
す
る
こ
と
は
、
教
育
の
ご
く
一
部
で
す
が
。

こ
の
石
碑
の
ほ
か
に
、「
　す
ず
の
や
の
う
し
ぐ
う
こ
う
が
く
の
き
ゅ
う
ち

鈴
屋
大
人
偶
講
学
旧
地　
」
の
碑
が
烏
丸
通
四
条

下
ル
東
側
長
刀
鉾
町
（
東
京
三
菱
銀
行
内
）
に
あ
る
そ
う
で
す
（
本
居
宣
長

は
、
鈴
屋
と
号
し
た
）。
上
述
の
碑
か
ら
は
東
側
に
ず
れ
て
い
る
の
で
、
根

拠
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
（
全
く
の
当
て
推
量
で
す
が
、
堀
元

厚
の
塾
跡
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
）。
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本
居
宣
長
の
京
都
遊
学
の
十
年
ほ
ど
の
ち
、
明
和
五
年
〔
一
七
六
八
年
〕

に
、『
平
安
人
物
誌
』
と
い
う
京
都
の
学
者
、
書
家
、
画
家
な
ど
の
人
名
録

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。『
在
京
日
記
』
に
出
て
く
る
堀
蘭
沢
（
堀
景
山
の
子
）

と
武
川
幸
順
は
、
本
居
宣
長
よ
り
少
し
年
長
で
す
が
、
す
で
一
家
を
成
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
儒
学
、
医
学
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
明
和
五
年
〔
一
七
六

八
年
〕
の
版
に
は
、
二
人
の
名
前
が
学
者
の
分
類
の
と
こ
ろ
に
載
っ
て
お
り

ま
す
。

屈

正
亮

　字
　
　
号
蘭
澤

綾
小
路
室
町
西
ヘ
入
町　

堀
正
太
夫

武
川
順

　字
建
徳
号
南
山

室
町
四
条
下
ル
丁

　

武
川
幸
順

『
平
安
人
物
誌
』
は
、
当
時
の
文
化
人
名
録
で
す
が
、
読
者
の
側
か
ら

い
う
と
、
京
都
遊
学
の
師
匠
を
選
ぶ
た
め
の
案
内
書
と
も
言
う
べ
き
書
物
で

す
。
強
い
て
現
在
に
引
き
直
す
と
、
大
学
案
内
に
あ
た
る
も
の
で
す
。
当

時
は
、
今
日
の
よ
う
な
大
学
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
幕
府
や
藩
が
作
っ
て
い

た
学
校
や
宗
門
の
学
舎
以
外
で
は
、
学
者
や
僧
侶
の
個
人
的
な
塾
が
主
体
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。『
平
安
人
物
誌
』
の
刊
行
は
「
京
都
に
学
者
先

生
が
集
ま
っ
て
い
た
た
め
に
、
遊
学
の
目
的
地
に
な
っ
て
い
た
こ
と
」
を
示

し
て
い
ま
す
。
本
居
宣
長
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、「
遊
」
も
「
学
」
も
堪
能

で
き
ま
す
か
ら
ね
。
こ
の
よ
う
な
書
物
が
刊
行
さ
れ
る
背
景
に
は
、
好
学
の

風
を
受
け
入
れ
る
社
会
の
成
熟
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

■

与
謝
蕪
村
終
焉
の
地

　よ

さ

与
謝　
　ぶ
そ
ん

蕪
村　
〔
一
七
一
六
〜
一
七
八
三
〕
は
、
俳
人
、
文
人
画
家
。
蕉
門

十
哲
の
一
人
榎
本
其
角
の
弟
子
、
　や
は
ん
て
い

夜
半
亭　
早
野
　は
じ
ん

巴
人　
に
師
事
。
巴
人
が
死
ん

だ
あ
と
、
約
十
年
間
放
浪
。
四
二
歳
の
と
き
京
都
に
居
を
か
ま
え
、
島
原
の

角
屋
で
俳
諧
を
教
え
る
な
ど
、
京
都
を
中
心
に
活
躍
。
明
和
七
年
〔
一
七
七

〇
年
〕
五
五
歳
の
と
き
に
、
　や
は
ん
て
い

夜
半
亭　
二
世
を
継
ぎ
、
蕉
風
の
復
興
を
唱
え
つ

つ
、
独
自
の
境
地
を
切
り
開
き
ま
し
た
。
安
永
三
年
〔
一
七
七
四
年
〕
五
九

歳
の
と
き
に
、
仏
光
寺
通
烏
丸
西
入
ル
南
側
　
く
ぎ
か
く
し
ち
ょ
う

釘
隠
町　
の
路
地
奥
に
居
を
構

え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
明
三
年
〔
一
七
八
三
年
〕
こ
の
地
で
死
去
。
墓

所
は
、
一
乗
寺
の
金
福
寺
。
最
後
の
居
所
に
、「
与
謝
蕪
村
宅
址
（
終
焉
之

地
）」
の
碑
。
こ
の
碑
は
、
比
較
的
新
し
く
、
平
成
十
年
に
建
て
た
も
の
。

「
与
謝
蕪
村
宅
址
（
終
焉
之
地
）」
の
碑
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「
釘
隠
町
」
と
い
う
町
名
も
面
白
い
。
こ
の
町
に
十
四
倉
屋
（
と
よ
く
ら

や
？
）
と
い
う
豪
商
が
住
ん
で
お
り
、
屋
敷
の
　な
げ
し

長
押　
に
商
家
に
は
め
ず
ら
し

く
　く
ぎ
か
く

釘
隠　
し
を
用
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
釘
隠
し
の

「
隠
し
」
は
蕪
村
の
句
に
よ
く
出
て
く
る
「
　
ふ
ゆ
ご
も
り

冬
籠　
」
に
通
じ
る
よ
う
で
、
こ

れ
ま
た
面
白
い
。
さ
し
ず
め
、「
釘
」
は
蕪
村
で
、「
釘
隠
し
」
は
こ
の
釘
隠

町
の
路
地
。

　た
う桃　
　げ
ん原　
の
　ろ路　
　じ次　
の
細
さ
よ
冬
ご
も
り

蕪

村

『
蕪
村
自
筆
句
帳
』〔
尾
形
仂
編
著
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
〕
七
五
五

「
　た
う桃　
　げ
ん原　
」
は
桃
源
の
こ
と
。
こ
の
句
は
釘
隠
町
に
越
し
て
く
る
前
に
詠
ん
で

い
る
よ
う
で
す
が
、
釘
隠
町
で
の
最
晩
年
を
暗
示
す
る
よ
う
な
句
に
な
っ
て

い
ま
す
。
釘
隠
町
に
移
っ
て
か
ら
の
蕪
村
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
隠
し
て

も
釘
は
し
っ
か
り
と
効
い
て
い
ま
す
。『
蕪
村
自
筆
句
帳
』
の
蕪
村
年
譜
に

よ
れ
ば
、
夜
半
亭
の
月
並
句
会
を
毎
月
開
催
す
る
と
と
も
に
、
弟
子
の
几
薫

の
開
催
す
る
几
薫
菴
会
に
も
出
座
し
、
そ
の
間
に
吟
行
を
こ
な
す
な
ど
。
安

永
八
年
〔
一
七
七
九
年
〕
六
四
歳
の
と
き
に
は
、
蕪
村
を
宗
匠
、
几
薫
を
会

頭
と
す
る
俳
諧
修
行
の
学
校
「
檀
林
会
」
の
結
社
。

按
ず
る
に
、
蕪
村
に
と
っ
て
「
冬
ご
も
り
」
と
は
、
ほ
か
か
ら
の
影
響

を
い
っ
た
ん
は
絶
っ
て
、
自
分
の
世
界
を
創
造
す
る
こ
と
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ

か
、
冬
ご
も
り
と
は
い
い
な
が
ら
、
桃
源
郷
に
遊
ぶ
よ
う
に
自
在
に
俳
諧
の

道
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
蕪
村
の
齢
六
十
を
越
え
て
か
ら
の
活
躍
は
、
思
わ

ず
わ
が
身
の
お
そ
ま
つ
さ
と
引
き
比
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
こ
し
は
、
爪
の

垢
で
も
煎
じ
て
飲
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

こ
こ
か
ら
は
、
高
校
の
古
文
の
時
間
を
思
い
出
な
が
ら
、
話
を
続
け
ま

し
ょ
う
。
与
謝
蕪
村
は
、
絵
画
的
な
作
風
で
有
名
。『
　そ
の
ゆ
き
か
げ

其
雪
影　
』
巻
尾
（
高

井
几
薫
編
、
明
和
九
年
〔
一
七
七
二
年
〕、『
天
明
俳
諧
集
』〔
山
下
一
海
他

校
注
、
新
日
本
文
学
大
系
七
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
〕
所
載
）
は
、
秀

句
集
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
春
夏
の
部
」
の
最
初
に
、
有
名
な
句
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

春
の
う
み
　ひ
ね終　
　も
す日　
の
た
り
の
た
り
か
な

蕪

村

こ
れ
は
、
高
校
の
古
文
の
教
科
書
に
出
て
き
ま
す
か
ら
お
な
じ
み
で
す
ね
。

ま
た
、「
　し
ょ
そ
う
ら
い
み
ん

書
窓
懶
眠　
」（「
書
斎
で
だ
ら
し
な
く
眠
っ
て
い
る
」
の
意
）
と
題

し
て
、学

問
は
尻
か
ら
ぬ
け
る
ほ
た
る
　か
な哉　

蕪

村

と
い
う
軽
妙
な
句
も
載
っ
て
い
ま
す
。
蛍
雪
の
功
も
形
無
し
で
す
ね
。
つ
い

で
に
、
小
町
（
第
4
、
5
回
参
照
）
や
夕
顔
（
第
7
回
参
照
）
を
詠
み
込

ん
だ
句
を
、
同
じ
書
物
か
ら
。

　あ
ま雨　

　ご
ひ乞　

の

小

町

が

果

や

を

と

し

水

蕪

村

ゆ
ふ
が
ほ
の
そ
れ
は
　ど
く髑　
　ろ髏　
　か歟　
　は
ち鉢　
た
ゝ
き

蕪

村

「
雨
乞
の
小
町
」
は
、
小
町
が
神
泉
苑
で
雨
乞
い
を
し
た
と
い
う
伝
説
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。「
を
と
し
水
」
は
、
秋
の
田
か
ら
水
を
落
と
す
こ
と
。
小

町
が
晩
年
に
零
落
し
た
こ
と
を
「
を
と
し
水
」
に
こ
め
て
い
ま
す
。「
鉢
た

た
き
」
は
、
空
也
忌
（
旧
暦
十
一
月
十
三
日
）
か
ら
四
十
八
日
間
、
毎
夜
　か
ね鉦　

や
　
ひ
ょ
う
た
ん

瓢
箪　
を
叩
き
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
京
の
町
を
め
ぐ
る
行
事
（
ま
た
、
そ
の

空
也
僧
の
こ
と
）。
瓢
箪
は
夕
顔
に
似
た
白
い
花
を
着
け
る
こ
と
か
ら
、
夕

顔
の
花
の
果
て
は
瓢
箪
。
源
氏
物
語
の
美
し
い
夕
顔
の
果
て
は
髑
髏
。
瓢
箪

を
髑
髏
に
見
立
て
そ
れ
と
な
く
、「
こ
の
世
は
所
詮
は
か
な
い
も
の
」
と
。

「
鉢
た
た
き
」
の
実
際
の
様
子
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
う
ま
い
具
合
に
、

『
拾
遺
名
所
図
会
』
巻
之
一
に
「
　く
う
や
ど
う

空
也
堂　
　
お
ど
り
ね
ん
ぶ
つ

踊
念
仏　
」
と
題
す
る
挿
絵
が
載
っ

て
い
ま
す
の
で
引
用
し
ま
す
。
確
か
に
、
　か
ね鉦　
や
瓢
箪
を
叩
き
踊
り
な
が
ら
念

仏
を
唱
え
て
い
ま
す
。
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『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
之
一
空
也
堂
踊
念
仏
の
図
。

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
平
安
京
都
名
所
図
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ

り
引
用
）

ち
な
み
に
、
こ
の
挿
絵
の
賛
は
、
松
尾
芭
蕉
の
句
で
す
。

か

ら

　さ
け鮭　

も

　く
う空　

　や也　

の

　や
せ痩　

も

　か
ん寒　

の

中

ば
せ
を

前
述
の
『
平
安
人
物
誌
』
の
中
に
与
謝
蕪
村
も
画
家
と
し
て
載
っ
て
い
ま

す
。
明
和
五
年
〔
一
七
六
八
年
〕
の
版
に
は
、
住
所
は
「
四
条
烏
丸
東
へ
入

町
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
の
安
永
四
年
〔
一
七
七
五
年
〕
版
と
天

明
二
年
〔
一
七
八
二
年
〕
版
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

謝

長
庚

　字
春
星
号
三
果

佛
光
寺
烏
丸
西
江
入
町　

与
謝
蕪
村

蕪
村
の
書
簡
集
の
な
か
に
、
宛
名
の
な
い
十
一
月
二
六
日
付
の
書
簡
が
あ

り
、
次
の
よ
う
に
　
し
た
た
認　
め
て
あ
り
ま
す
（
返
り
点
付
与
。
振
り
が
な
は
現
代
か

な
遣
い
）。（

前
略
）
拙
義
左
之
所
へ
転
居
　
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

仕

候　
。
貴
家
へ
も
　き
せ
き

咫
尺　
に

　ま
か
り
な
り
そ
う
ろ
う
あ
い
だ

罷
成
候
間　
、
少
々
　ご
じ
ゅ
う
ら
い

御
入
来　
　た
て
ま
つ
り

奉
　
　ね
が
い

レ

希　
候
。
何
事
も
貴
顔
之
　せ
つ
に
節　

　べ
く可

二　
　も
う
し
申　
　あ
ぐ上

一　
候
。
以
上

霜
月
廿
六
日

仏
光
寺
通
室
町
東
へ
入
南
側
ろ
じ与

謝
蕪
村

『
蕪
村
書
簡
集
』〔
大
谷
篤
蔵
、
藤
田
真
一
校
註
、
岩
波
文
庫

三
〇
・
二
一
〇
・
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
〕
三
五

「
　き
せ
き

咫
尺　
」
は
、「
ご
く
近
く
」
の
意
。
こ
の
書
簡
の
住
所
は
、
基
準
の
十

字
路
の
取
り
方
が
違
う
だ
け
で
、
結
果
的
に
『
平
安
人
物
誌
』
の
住
所
と
同

じ
場
所
で
す
。『
平
安
人
物
誌
』
刊
行
の
準
備
を
考
慮
す
る
と
、
遅
く
と
も

安
永
三
年
〔
一
七
七
四
年
〕
に
は
、
こ
の
住
所
に
越
し
て
き
た
こ
と
が
、
こ

の
書
簡
か
ら
わ
か
る
わ
け
で
す
。
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ち
な
み
に
、
本
居
宣
長
の
師
で
あ
っ
た
、
武
川
幸
順
は
『
平
安
人
物
誌
』

安
永
四
年
〔
一
七
七
五
年
〕
版
に
も
同
じ
住
所
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
七
八
〇
年
に
死
去
し
た
の
で
、
次
の
天
明
二
年
〔
一
七
八
二
年
〕
版
に
は

掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
堀
蘭
沢
は
、
堀
正
亮
（
堀
禎
助
）
と
し
て
、『
平

安
人
物
誌
』
天
明
二
年
〔
一
七
八
二
年
〕
版
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
言
い
た
い
の
は
、
本
居
宣
長
と
与
謝
蕪
村
は
、
同
じ
時
代
の
京
都
の

空
気
を
吸
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
学
と
俳
諧
、
多
少
の
分
野
の
違

い
が
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
今
の
今
ま
で
気
づ
い
て
な
か
っ
た
と
い
う
の

は
迂
闊
で
し
た
。

■

山
王
社
こ
と
日
吉
神
社

『
芭
蕉
・
蕪
村
』〔
尾
形
仂
、
岩
波
現
代
文
庫
学
術
十
五
、
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
〇
〕
の
中
に
、
与
謝
蕪
村
が
最
晩
年
に
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
か
考
証
し

た
、「
蕪
村
の
籠
居
」
と
題
す
る
一
文
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
で
は
、
蕪
村

の
住
所
に
つ
い
て
、
上
記
よ
り
も
さ
ら
に
詳
し
い
検
討
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
付
図
の
中
に
、
住
ん
で
い
た
路
地
の
す
ぐ
近
く
に
「
山
王
社
」
が
あ
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
山
王
社
」
と
い
う
の
は
、
　ひ
よ
し

日
吉　
神
社
（
室
町
通
仏
光
寺
下
ル
山
王

町
）
の
こ
と
。「
日
吉
」
と
書
い
て
、「
ひ
よ
し
」
と
読
む
の
が
一
般
化
し

て
い
ま
す
が
、「
ひ
え
」
と
読
む
の
が
古
式
。
祭
神
は
　
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

大
己
貴
命　
、
配
祀
は

　お
お
や
ま
く
い
の
み
こ
と

大
山
咋
命　
と
　た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と
あ
ら
み
た
ま

玉
依
姫
命
荒
魂　
。

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
に
は
、「
　
さ
ん
わ
う
の
や
し
ろ

山
王
社　
」
の
項
目
が
あ
り
、
次
の
よ
う

な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　む
ろ
ま
ち
ご
で
う
ぼ
う
も
ん
さ
ん
わ
う
ま
ち

室
町
五
條
坊
門
山
王
町　
に
あ
り
、
　そ
う
ぢ
ゐ
ん

總
持
院　
と
　が
う號　
す
。
　
い
に
し
へ
古　
は
　え
い
ざ
ん

叡
山　

の
　べ
ち
ゐ
ん

別
院　
に
し
て
、
　で
ん
け
う
だ
い
し

傳
教
大
師　
の
　
く
わ
ん
じ
や
う

勸
請　
な
り
。
　さ
い
じ
ん

祭
神　
は
　く
に
と
こ
だ
ち
の
み
こ
と

國
常
立
尊　

に
て
、
　ほ
ん
ぢ
や
く
し
ぶ
つ

本
地
藥
師
佛　
を
　あ
ん
ち

安
置　
す
。
　ま
い
ね
ん

毎
年　
四
　
ぐ
わ
つ
な
か

月
中　
の
　さ
る申　
の
　ひ日　
、
　さ
か
も
と

坂
本　

　さ
ん
わ
う
ま
つ
り

山
王
祭　
　よ
い
み
や

宵
宮　
、
　
ひ
つ
じ未　
の
　ひ日　
　
こ
の
と
こ
ろ

此
所　
よ
り
七
　し
や社　
の
　じ
ん
ぐ

神
供　
か
ず
か
ず
　
と
と
の
調　
え

て
、
　げ
ん
ぢ
う

嚴
重　
に
　れ
つ列　
を
つ
ら
ね
、
ま
づ
　て
ん
だ
い
ざ
す

天
台
座
主　
の
　
お
ん
と
こ
ろ

御
所　
へ
　さ
さ捧　
げ
　
た
て
ま
つ
奉　

り
、
　お

か

ぢ

御
加
持　
あ
つ
て
、
そ
れ
よ
り
　さ
か
も
と

坂
本　
の
　ほ
ん
し
や

本
社　
へ
　け
ん獻　
ず
。
こ
れ
を

　
ひ
つ
じ未　
の
　ご
く
う

御
供　
と
　
し
よ
う
稱　
す
。
　
い
に
し
へ
古　
よ
り
の
　り
う
れ
い

流
例　
に
し
て
、
　い
ま今　
に
　た
い
ま
ん

怠
慢　
な
し
。

「
五
條
坊
門
小
路
」
と
は
今
の
仏
光
寺
通
。
江
戸
時
代
ま
で
は
、
神
仏
習

合
が
普
通
で
し
た
か
ら
、
こ
の
神
社
も
延
暦
寺
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
祭
神
は
國
常
立
尊
と
な
っ
て
い
て
、
現
在
と
は
異
な
り
ま
す

が
、
変
っ
た
経
緯
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

記
載
に
あ
る
　ひ
つ
じ
の

未
之　
　ご
く
う

御
供　
は
、
現
在
も
「
　た
い
ま
ん

怠
慢　
な
く
」
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
近
江
（
滋
賀
県
）
坂
本
の
　ひ

え

日
吉　
大
社
の
山
王
祭
は
毎
年
四
月
に
お
こ
な

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
神
事
の
進
行
表
を
み
ま
す
と
、
　
ひ
つ
じ
未　
の
日
に
、
四
社
（
牛

尾
宮
、
三
宮
宮
、
東
本
宮
、
西
本
宮
）
の
神
輿
が
宵
宮
場
に
渡
御
し
た
の
ち
、

「
　
ひ
つ
じ
未　
の
　ご
く
う

御
供　
献
納
祭
」
が
宵
宮
場
と
西
本
宮
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
と

き
に
、
京
都
市
下
京
区
室
町
仏
光
寺
の
日
吉
神
社
か
ら
の
「
　
ひ
つ
じ未　
の
　ご
く
う

御
供　
」
の

奉
納
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
事
は
、
四
基
の
神
輿
に
生
ま
れ
て
く
る
御
子
神

に
、
供
物
を
奉
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
あ
と
、「
宵
宮
落

し
神
事
」
と
い
う
勇
壮
な
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
坂
本

の
　ひ

え

日
吉　
神
社
の
祭
神
は
　お
お
や
ま
く
い
の
み
こ
と

大
山
咋
命　
（
東
本
宮
）、
　か
も
た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

鴨
玉
依
姫
命　
（
西
本

宮
）、
　お
お
や
ま
く
い
の
み
こ
と
あ
ら
み
た
ま

大
山
咋
命
荒
魂　
（
牛
尾
宮
）、
　か
も
た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と
あ
ら
み
た
ま

鴨
玉
依
姫
命
荒
魂　
（
三
宮
宮
）。
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■

班
女
と
繁
昌
神
社

元
の
成
徳
中
学
校
（
平
成
十
九
年
よ
り
、
下
京
中
学
校
に
統
合
廃
止
）
の

向
か
い
に
、
　
は
ん
じ
ょ
う
じ
ん
じ
ゃ

繁
昌
神
社　
（
高
辻
通
室
町
西
入
ル
繁
昌
町
）
が
あ
り
ま
す
。
祭

神
は
、
　
い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

市
杵
島
姫
命　
、
　
た
ご
り
ひ
め
の
み
こ
と

田
心
姫
命　
、
　
た
き
づ
ひ
め
の
み
こ
と

湍
津
姫
命　
。
も
と
も
と
、「
　
は
ん
じ
ょ
の
や
し
ろ

班
女
社　
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
の
を
、「
は
ん
じ
ょ
」
が
「
　
は
ん
じ
ょ
う

繁
昌　
」
に
通
じ
る
こ
と
か
ら

現
在
の
名
称
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
門
前
向
か
っ
て
右
に
は
、

「
高
辻
辨
財
天
繁
昌
の
宮
」
と
書
か
れ
た
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

繁
昌
神
社

『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
に
は
「
　
は
ん
じ
や
う
の
や
し
ろ

繁
昌
社　
は
　た
か
つ
じ
し
ん
ま
ち

高
辻
新
町　
の
　
ひ
が
し
東　
に
あ
り
、
　ま
つ祭　

る
　
と
こ
ろ
所　
　べ
ん
ざ
い
て
ん
に
よ

辨
財
天
女　
な
り
。
今
眞
言
の
僧
こ
れ
を
守
る
。
　た
う
し
や

當
社　
　も
ん
せ
ん
ち
や
う

門
前
町　
の
　う
ぶ
す
な
が
み

産
沙
神　

と
す
、
　
ま
つ
り
祭　
は
九
月
廿
日
な
り
。」
と
あ
り
ま
す
。

　は
ん
じ
ょ
づ
か

班
女
塚　
（
高
辻
通
室
町
西
入
ル
繁
昌
町
）
は
、
　な
が
と
の
ぜ
ん
じ

長
門
前
司　
の
娘
を
葬
っ
た

塚
と
つ
た
え
ら
れ
、
繁
昌
神
社
の
旧
鎮
座
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

小
さ
な
祠
と
と
も
に
石
が
一
個
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
祠
の
下
は
、
井
戸

に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
に
は
、「
　も
と元　
は
ん
　
ぢ
よ
の
や
し
ろ

女
社　
」
の
項
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
説
明
に
は
、

　
た
か
つ
じ
ど
ほ
り
む
ろ
ま
ち

高
辻
通
室
町　
の
　に
し西　
、
　き
た
が
は
じ
ん
か

北
側
人
家　
の
　お
く奥　
に
あ
り
。
　
い
に
し
へ
古　
　こ
の
ち

此
地　
に
は
ん

　ぢ
よ女　
の
　つ
か塚　
あ
り
。
　い
ま今　
　ほ
こ
ら

小
祠　
を
　
い
と
な
み
営　
み
、
　と
り
ゐ

鳥
居　
を
　た立　
て
、
　が
く額　
「
　
は
ん
ぢ
よ
の
や
し
ろ

半
女
社　
」

と
　し
よ書　
す
。
　こ
の
ち

此
地　
に
　に
は
い
し

庭
石　
か
ず
か
ず
あ
り
。
初
め
は
　ぐ
わ
こ
う

畫
工　
　か
の
う
ぢ

狩
野
氏　

の
　た
く
ち

宅
地　
な
り
。
　
す
な
わ
ち
則　

　い
ま今　
に
お
い
て
　え

ど

江
戸　
　か

の

狩
野　
　え
い
せ
ん

榮
川　
の
　も
ち
ぢ

持
地　
と
ぞ
。

　う
ぢ
し
ふ
ゐ

宇
治
拾
遺　
に
曰
く
、

と
あ
り
、
続
い
て
宇
治
拾
遺
物
語
を
引
用
し
て
い
ま
す
。「
元
は
ん
女
社
」

が
、
現
在
の
「
班
女
塚
」
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
説
明
か
ら
あ
き
ら
か
で
す
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
三
・
四
七
に
載
っ
て
い
る
「
　な
が
と
ぜ
ん
じ
の
む
す
め

長
門
前
司
女　

　さ
う
そ
う

葬
送　

の
時
　
も
と
の
と
こ
ろ

本
処　
に
　か
へ帰　
る
事
」
の
一
部
を
引
用
し
な
が
ら
、
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。今

は
昔
、
長
門
前
司
と
い
ひ
け
る
人
の
、
　
む
す
め
女　
　ふ
た
り

二
人　
あ
り
け
る

が
、
姉
は
人
の
妻
に
て
あ
り
け
る
。
妹
は
い
と
若
く
て
　み
や
づ
か

宮
仕　
へ
ぞ

し
け
る
が
、
　の
ち後　
に
は
家
に
ゐ
た
り
け
り
。
わ
ざ
と
あ
り
つ
き
た
る

男
と
な
く
て
、
た
だ
時
々
通
ふ
人
な
ど
あ
り
け
る
。
　た
か
つ
じ
む
ろ
ま
ち

高
辻
室
町　
わ

た
り
に
こ
そ
家
は
あ
り
け
る
。
父
母
も
な
く
な
り
て
、
奥
の
　か
た方　
に

は
姉
ぞ
ゐ
た
り
け
る
。
南
の
　
お
も
て表　
の
、
西
の
方
な
る
妻
戸
口
に
ぞ

常
々
人
に
　あ逢　
ひ
、
物
な
ど
い
ふ
所
な
り
け
る
。
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こ
の
あ
と
、
妹
は
、
二
十
七
、
八
で
病
気
に
な
っ
て
死
に
ま
す
。
奥
は
手
狭

な
の
で
、
妻
戸
口
に
　
ひ
つ
ぎ
棺　
を
置
き
、
葬
る
た
め
に
　と
り
べ
の

鳥
部
野　
に
運
び
ま
す
。
着
い

て
い
ざ
葬
ろ
う
と
す
る
と
、
棺
は
も
ぬ
け
の
殻
。
家
に
戻
る
と
　な
き
が
ら

亡
骸　
は
も
と

の
妻
戸
口
に
臥
し
て
い
ま
す
。
翌
朝
、
も
う
一
度
、
念
入
り
に
棺
を
閉
め
、

し
ば
ら
く
様
子
を
み
ま
す
。
夕
方
に
み
る
と
、
蓋
が
細
め
に
あ
い
て
お
り
、

恐
る
恐
る
み
る
と
、
棺
は
も
ぬ
け
の
殻
。
亡
骸
は
も
と
の
妻
戸
口
に
臥
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
棺
に
入
れ
よ
う
と
し
て
も
、
今
度
は
根
が
生
え
た
よ
う
に

動
き
ま
せ
ん
。
仕
方
な
く
、
妻
戸
口
を
壊
し
て
、
塚
を
作
っ
て
葬
り
ま
す
。

住
ん
で
い
た
人
も
、
気
持
ち
が
悪
い
の
で
引
っ
越
し
、
寝
殿
も
崩
れ
果
て

て
、
だ
れ
も
寄
り
付
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

む
つ
か
し
き
事
あ
り
と
言
ひ
伝
え
て
、
　お
ほ
か
た

大
方　
人
も
え
ゐ
つ
か
ね

ば
、
そ
こ
は
た
だ
塚
ひ
と
つ
ぞ
あ
る
。
　た
か
つ
じ

高
辻　
よ
り
北
、
　む
ろ
ま
ち

室
町　
よ
り

は
西
、
高
辻
　
お
も
て
表　
に
六
七
間
ば
か
り
程
は
、
　こ
い
へ

小
家　
も
な
く
て
、
そ
の

塚
一
つ
ぞ
高
々
と
し
て
あ
り
け
る
。
い
か
に
し
た
る
事
に
か
、
塚

の
上
に
神
の
　
や
し
ろ社　
を
ぞ
一
つ
　い
は斎　
ひ
　す据　
ゑ
て
あ
な
る
。
こ
の
　ご
ろ頃　
も
今
に

あ
り
と
な
ん
。

こ
の
話
で
は
、「
　た
か
つ
じ
む
ろ
ま
ち

高
辻
室
町　
わ
た
り
」
と
い
う
地
名
は
出
て
き
ま
す
が
、
住

ん
で
い
た
妹
の
名
前
が
「
班
女
」
で
あ
る
と
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
一
説

に
よ
れ
ば
（『
京
都
市
の
地
名
』
所
載
。『
雍
州
府
誌
』〔
黒
川
道
祐
、
一
六
八

六
〕
を
引
用
）、
祀
ら
れ
て
い
た
弁
才
天
（
弁
財
天
）
は
、
　は
り
さ
い
じ
ょ

針
才
女　
と
も
い

わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
が
「
　は
ん
じ
ょ

班
女　
」
と
転
訛
し
た
と
。
正
直
に
い
い
ま
す
と
、

こ
れ
は
、
か
な
り
の
こ
じ
つ
け
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

あ
る
い
は
、
能
の
『
　は
ん
じ
ょ

班
女　
』
に
由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。『
宇

治
拾
遺
物
語
』
の
話
と
『
班
女
』
と
の
共
通
点
が
あ
る
か
ど
う
か
？

こ

れ
は
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
て
も
満
足
で
き
る
よ
う
な
答
え
は
え
ら
れ
ま
せ

ん
。「『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
妹
は
、
妻
戸
口
で
死
ぬ
ま
で
過
ご
し
、
死
ぬ

と
き
に
は
男
は
通
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
男
の

通
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
て
、
死
ん
で
も
妻
戸
口
に
い
て
待
ち
続
け
よ
う

と
し
た
こ
と
。『
班
女
』
と
呼
ば
れ
た
　は
な
ご

花
子　
は
、
吉
田
の
少
将
を
待
っ
て
、

客
も
と
ら
ず
に
　
つ
ぼ
ね局　
に
　こ籠　
も
っ
て
い
た
が
、
結
局
は
追
い
出
さ
れ
て
舞
い
狂
っ

た
こ
と
。
舞
い
狂
い
な
が
ら
も
、
吉
田
の
少
将
を
待
っ
て
い
た
こ
と
。
男
を

待
ち
続
け
る
と
い
う
鬼
気
迫
る
状
況
が
似
て
い
る
と
し
て
、『
宇
治
拾
遺
物

語
』
の
妹
を
「
班
女
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う

•　こ
•　じ
•　つ
•　け
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

「
班
女
」
に
つ
い
て
は
、
別
の
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。『
改
訂
京
都
民

俗
志
』〔
井
上
頼
寿
、
ワ
イ
ド
版
東
洋
文
庫
一
二
九
、
平
凡
社
、
一
九
六
八
〕

に
は
、「
繁
昌
社
の
水
」
の
項
が
あ
り
、

伝
説
の
上
か
ら
み
る
と
、
同
社
（
繁
昌
社
）
は
む
し
ろ
そ
の

西
の
路
地
の
突
当
り
で
、
井
戸
の
上
に
石
を
お
き
、
そ
の
上
に
小

祠
が
あ
る
地
が
も
と
で
あ
る
。
神
社
で
は
、
石
の
下
は
井
戸
と
い

い
、
近
所
の
民
家
で
は
池
の
跡
と
い
っ
て
い
る
。
班
女
社
と
称
し

て
い
た
こ
ろ
の
社
の
旧
地
で
、
醜
女
班
女
の
君
が
世
を
は
か
な
ん

で
入
水
し
た
跡
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
京
都
の
伝
説
名
所

の
一
で
、
古
来
こ
の
路
地
の
前
を
婚
礼
の
行
列
は
通
ら
ぬ
風
習
で

あ
っ
た
。

と
記
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、
班
女
塚
の
小
祠
の
下
に
は
、
石
組
み
が

あ
り
、
ど
う
も
井
戸
で
あ
っ
た
形
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
伝
承
に
従
う
と
、

「
醜
女
」
が
な
ぜ
「
班
女
の
君
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
の
詮
索
を
し
な
け
れ
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ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ま
っ
た
く
手
が
か
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
従
来
の
説
は
納
得
が
ゆ
き
ま
せ
ん
の
で
、
も
う
一
つ
。
屋
上

屋
を
重
ね
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
が
、『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
に
あ

る
「
　が
く額　
「
　
は
ん
ぢ
よ
の
や
し
ろ

半
女
社　
」
と
　し
よ書　
す
」
か
ら
考
え
た
こ
じ
つ
け
。
和
田
英
松
著
『
官

職
要
解
』〔
所
功
校
訂
、
講
談
社
学
術
文
庫
六
二
一
、
講
談
社
、
一
九
八
三
〕

に
「
　
は
し
た
も
の

半
物　
」
の
項
が
あ
り
、「
召
使
の
な
か
で
も
身
分
が
高
く
も
な
く
あ
ま

り
い
や
し
い
も
の
で
も
な
い
中
ほ
ど
の
女
」
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
す
。
召

使
の
女
の
こ
と
を
「
　は
し
た
め

端
女　
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
　は
し
た
め

半
女　
」

と
書
い
て
も
、「
　
は
し
た
も
の

半
物　
」
の
例
か
ら
ま
ん
ざ
ら
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
ま
い
。「
妹
は
い
と
若
く
て
　み
や
づ
か

宮
仕　
へ
ぞ
し
け
る
が
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、

妹
を
召
使
（「
　
は
し
た
も
の

半
物　
」⇔

「
　は
し
た
め

半
女　
」）
と
み
な
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
も
っ

と
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
、「
妻
戸
口
に
住
ま
わ
せ
た
」
と
い
う
の
は
、

姉
が
妹
を
召
使
並
み
に
こ
き
使
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
、

「
　は
し
た
め

半
女　
」→

「
　は
ん
じ
ょ

半
女　
」→

「
　は
ん
じ
ょ

班
女　
」
と
転
じ
た
と
い
う
、
も
っ
と
も
ら
し
い

説
を
で
っ
ち
あ
げ
ま
し
た
。
最
後
の
「
　は
ん
じ
ょ

半
女　
」→

「
　は
ん
じ
ょ

班
女　
」
の
過
程
は
、
多

分
、
能
の
『
班
女
』
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
転
訛
の
た
め
に
、
由
来

が
一
層
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
し
た
、
ハ
イ
（
と
、
ひ
と
り
納
得
）。

ま
た
、
形
容
詞
に
「
　は
し
ぢ
か

端
近　
の
」
の
語
が
あ
り
、「
家
の
中
の
縁
側
や
入
口

に
近
い
所
」
の
意
で
す
か
ら
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
妻
戸
口
」
に
も
通

じ
ま
す
。
そ
こ
で
、「
妻
戸
口
の
女
」→

「
　は
し
ぢ
か

端
近　
の
女
」→

「
　は
し
た
め

端
女　
」→

「
　は
し
た
め

半
女　
」→

「
　は
ん
じ
ょ

半
女　
」→

「
　は
ん
じ
ょ

班
女　
」
と
い
う
の
も
考
え
ま
し
た
が
、
最
初
の

「
　は
し
ぢ
か

端
近　
の
女
」→

「
　は
し
た
め

端
女　
」
の
過
程
が
強
引
で
す
ね
。
た
だ
、
最
初
の
説
の

「
　は
り
さ
い
じ
ょ

針
才
女　
」→

「
　は
ん
じ
ょ

班
女　
」
の
転
訛
よ
り
も
ま
し
な
気
が
し
ま
す
。

■

匂
天
神
社
、
和
菓
子
、
そ
し
て
仁
丹
町
名
看
板

　
に
お
い
て
ん
じ
ん
し
ゃ

匂
天
神
社　
は
、
高
辻
通
烏
丸
東
入
ル
匂
天
神
町
に
あ
り
、
祭
神
は
菅
原
道

真
。
由
来
は
不
明
。
江
戸
中
期
に
は
洛
陽
天
満
宮
二
五
社
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
た
が
、
い
ま
は
小
さ
な
　
ほ
こ
ら
祠　
。
写
真
で
み
て
の
と
お
り
、
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
壁
に
組
み
込
ま
れ
て
、
気
の
毒
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

匂
天
神
社

『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
に
は
「
　に
ほ
ひ
の
て
ん
じ
ん
や
し
ろ

匂
天
神
社　
は
東
洞
院
と
　
か
ら
す
ま
る

烏
丸　
の
間

　た
か
つ
じ

高
辻　
の
北
に
あ
り
、
　た
け
の
つ
じ

竹
之
辻
子　
と
い
ふ
、
　せ
い
か
う
あ
ん

清
香
庵　
と
　が
う號　
す
。」
と
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
天
神
さ
ん
と
い
え
ば
、
梅
が
つ
き
も
の
。「
清
香
庵
」
は
梅
の
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香
り
に
ち
な
む
も
の
と
お
も
わ
れ
ま
す
の
で
、「
匂
天
神
社
」
を
漢
語
に
し

た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
多
分
「
清
香
庵
」
と
号
し
て
い
た
の
は
、
神
仏

習
合
の
事
実
が
あ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
東
京
の
亀
戸
天
神
の
近
く

に
あ
っ
た
と
い
う
梅
屋
敷
「
清
香
庵
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。

つ
い
で
に
、
些
細
な
こ
と
で
す
が
、
こ
の
記
事
の
中
で
、「
烏
丸
」
に
「
か

ら
す
ま
る
」
と
振
り
が
な
を
振
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
気
に
な
り
ま
す
。『
都

名
所
図
会
』
で
は
、
ほ
か
の
箇
所
で
も
、「
　
か
ら
す
ま
る

烏
丸　
」
と
振
り
が
な
を
振
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
そ
の
と
き
に
は
指
摘
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
5
回
の
「
俊
成
社
」
の
と
こ
ろ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。『
都
名
所
図
会
』
の
著
者
秋
里
籬
島
は
京
都
に
住
ん
で
い
た
の

で
、
こ
の
振
り
が
な
は
校
正
漏
れ
で
な
い
限
り
正
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
現

在
は
、「
か
ら
す
ま
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
の
で
、
こ
の
記
述
が
正
し
い
と
す

る
と
、
い
つ
頃
か
ら
「
か
ら
す
ま
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
疑
問

が
わ
き
ま
す
ね
。
そ
れ
と
も
、「
か
ら
す
ま
」
は
単
な
る
慣
用
で
、
現
在
で

も
「
か
ら
す
ま
る
」
と
呼
ん
で
も
誤
り
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、

現
在
は
「
か
ら
す
ま
」
の
読
み
一
辺
倒
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
名
研
究
の
立

場
か
ら
詮
索
す
る
価
値
は
あ
り
そ
う
で
す
が
、
た
い
へ
ん
に
む
ず
か
し
そ
う

で
、
今
回
は
避
け
て
通
り
ま
し
ょ
う
。

匂
天
神
社
の
祠
の
東
に
　ず

し

図
子　
が
あ
り
ま
す
。
第
7
回
で
紹
介
し
た
因
幡

薬
師
を
北
へ
高
辻
通
に
抜
け
る
と
、
そ
の
延
長
上
に
、
こ
の
図
子
へ
の
入
口

が
あ
り
ま
す
。『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
で
は
、
　た
け
の
つ
じ

竹
之
辻
子　
と
呼
ん
で
い
る

よ
う
で
す
が
、
こ
の
名
称
は
現
在
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
図
子

は
、
第
4
回
で
紹
介
し
た
　こ
う
や
く
の
ず
し

膏
薬
図
子　
に
次
い
で
、
仁
丹
の
町
名
看
板
の
宝

庫
で
す
。
な
お
、
辻
子
は
図
子
と
同
じ
。『
都
名
所
図
会
』
で
は
「
ず
し
」
と

読
ま
ず
、「
つ
じ
」
と
読
ん
で
い
ま
す
。
　こ
う
や
く
の
ず
し

膏
薬
図
子　
も
、『
都
名
所
図
会
』
で

は
、
振
り
が
な
付
き
で
「
　か
う
や
く
の
つ
じ

膏
藥
辻
子　
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
辻
通
か
ら
、
こ
の
図
子
に
南
か
ら
入
っ
て
、
東
に
曲
が
り
ま
す
と
、
東

西
部
分
の
北
側
に
、
町
名
看
板
「
高
辻
通
烏
丸
東
入
上
ル
匂
天
神
町
」
1©

が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
植
木
の
陰
に
隠
れ
て
、
わ
か
り
に
く
い
の
で
す
が
、

何
と
か
判
読
で
き
る
角
度
で
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
名
は
、

「
匂
天
神
町
」。
も
ち
ろ
ん
匂
天
神
社
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

　た
か
つ
じ
ど
お
り

高
辻
通　

　か
ら
す
ま

烏
丸　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　あ
が上　
ル

　に
お
い
て
ん
じ
ん
ち
ょ
う

匂
天
神
町　
1©

さ
ら
に
、
北
へ
曲
が
り
ま
す
と
、
南
北
部
分
の
西
側
二
階
に
、「
佛
光
寺

通
烏
丸
東
入
下
ル
匂
天
神
町
」
2©
の
看
板
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
も
同
じ
匂

天
神
町
の
町
内
。

　ぶ
っ
こ
う
じ
ど
お
り

佛
光
寺
通　
　か
ら
す
ま

烏
丸　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　さ
が下　
ル

　に
お
い
て
ん
じ
ん
ち
ょ
う

匂
天
神
町　
2©

と
こ
ろ
が
、
町
名
看
板
2©
の
貼
っ
て
あ
る
町
家
の
北
隣
、
レ
ス
ト
ラ
ン

の
一
階
部
分
に
、
今
度
は
「
佛
光
寺
通
烏
丸
東
入
下
ル
上
柳
町
」
3©
の
看
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板
が
あ
り
ま
す
。
町
名
が
変
っ
て
、「
上
柳
町
」。
こ
の
箇
所
が
、
匂
天
神
町

と
上
柳
町
の
境
界
で
す
。

さ
ら
に
北
へ
進
む
と
、
東
側
の
並
び
に
、「
佛
光
寺
通
烏
丸
東
入
下
ル
匂

天
神
町
」
4©
の
町
名
看
板
。
こ
の
看
板
は
、
2©
と
同
じ
住
所
で
す
。

　ぶ
っ
こ
う
じ
ど
お
り

佛
光
寺
通　
　か
ら
す
ま

烏
丸　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　さ
が下　
ル

　か
み
や
な
ぎ
ち
ょ
う

上
柳
町　
3©

　ぶ
っ
こ
う
じ
ど
お
り

佛
光
寺
通　
　か
ら
す
ま

烏
丸　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　さ
が下　
ル

　に
お
い
て
ん
じ
ん
ち
ょ
う

匂
天
神
町　
4©

町
名
看
板
2©
と
3©
は
通
り
の
西
側
、
4©
は
通
り
の
東
側
に
あ
り
、
向
か

い
側
で
近
い
の
は
、
町
名
の
違
う
3©
と
4©
。
最
初
は
奇
異
に
感
じ
ま
し
た

が
、
両
側
町
で
あ
る
た
め
に
生
じ
た
、
変
種
の
境
界
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

て
納
得
。
つ
ま
り
、
両
側
町
の
匂
天
神
町
と
上
柳
町
と
は
、
南
北
に
隣
あ
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
境
界
が
真
っ
直
ぐ
で
な
く
、
変
則
的
に
な
っ
て
い
る
こ

と
。
こ
れ
が
、
町
名
看
板
2©
〜
4©
の
出
現
状
況
で
、
実
地
に
示
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
実
際
、
地
図
を
み
る
と
、
そ
の
通
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
和
菓
子
。
こ
の
図
子
に
高
辻
通
か
ら
入
っ
て
、
最
初
に
突
き
当

た
っ
た
と
こ
ろ
、
西
側
に
音
羽
屋
（
高
辻
通
烏
丸
東
入
ル
上
ル
匂
天
神
町
）

が
あ
り
ま
す
。
創
業
大
正
十
四
年
。
名
物
は
、「
赤
飯
ま
ん
じ
ゅ
う
・
白
梅
」。

銘
「
白
梅
」
は
、
も
ち
ろ
ん
匂
天
神
に
由
来
。
赤
飯
を
饅
頭
の
皮
で
包
ん
で

栗
を
載
せ
て
蒸
し
た
も
の
。
甘
さ
控
え
め
の
饅
頭
で
、
お
茶
な
し
で
も
食
べ

ら
れ
る
上
品
な
味
。
桜
餅
な
ど
も
販
売
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所
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を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
9
回
）2008/02/19
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